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はじめに

2012 年 5 月 16 日，インドから来られたアーミ
ン・モデイ氏をお招きして，当大学の学生を対象
に，講演を行っていただいた。僭越であるが，講
演依頼者として，編集者の要望もあり，抄訳をさ
せてもらうことにした。抄訳をつけることとした
のは，当日参加した学生も多く，さらに，他の学
生たちにも，広く内容を知ってもらいたいと考え
たからである。（紙面の都合上，写真や，一部表
は割愛した。英文をご参照乞う）

アーミン・モデイ氏の Profi le（横顔）

受賞歴
2008 年
‘Real Heroes for Betterment of 
Society’ CNN-IBN

「社会改革の真の英雄賞」
2006 年
「地方の女性の文盲撲滅運動貢献
スシヤナール博士賞」
The Woman of the Year ロータリ賞他

教員歴
　桜美林大学助教授

1993-1998
　日本大学国際関係学部講師

1992.6-1993.3

　ハワイ大学英語教員
1986.6-1987.7 他多数

学位
　　　　　　コロンビア大学英語教授法修士 
　　　　　　インドプーネ大学英文学学士

2 ページ　写真）未来の正義と幸福と繁栄の黄
金時代を支えるインドの若者

3 ページ　写真）自動車開発に取り組む

4 ページ　写真）田舎の若者

5 ページ　変わりゆくインドの若者　今日のイ
ンドの若者は，驚くべき社会変革の中にある。彼
らは 1991 年に始まるインド経済の変換，その後
の経済の自由化に大きく影響を受けている。この
二十年間，インターネットや，ケーブルテレビの
導入が，社会変革の面で，特に若者達に対して，
大きな役割を果たしてきた。インドの若者達は，
経済に，メデイアに，文化に，大きな影響力を持っ
ている。彼らは，西洋の外観と，インドの価値観
の相違を心地よく受け入れている。サリーを着て，
寺社に赴く一方，青いジーンズを身に着け，ソー
ダを飲み，ロック専門のテレビ局 MTV を見るの
である。

6 ページ　新千年紀（黄金期）のインドの若者
たちは，最初のグローバル世代である。

前世代より，より健康的で，より都会風で，よ
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り教育を受けている。
成功志向であり，大きな望みを持ち，技術を学

ぶ意欲が強く，競争をいとわず，自信に満ちてい
る。

新興の繁栄と，期待を初めて味わう人達である。

7 ページ　若者の国－インド
人口（2011）

男
女

（別統計より）
0 － 14 歳
15 － 59 歳
60 歳以上

1,210,193,422
623,724,248
586,469,174

364,582,000 （35.4%）
593,342,000 （57.7%）
70,686,000 （6.9%）

8 ページ　人口分布
総合計 地方 都会

0 － 14 歳 32.3 33.7 28.3
15 － 59 歳 60.5 59.1 64.6
60 歳以上 7.2 7.2 7.2

9 ページ　人口ピラミッド
（人口の性，年齢別構成図）
図４　人口ピラミッド 2005

　　　表を略す（９ページご参照乞う）
出典）Haub, Carl and Shama, O.P. 2006 インド
における人口の実態：変革と調和の両立
http://www.prb.org/pdf06/61.3IndiasPopulation
Reality Eng.pdf

10 ページ　人口統計グラフより見る

インドの人口は，2011 年国勢調査では，11 億
2 千万人で，世界の人口の六分の一を占める。

　その数は，アメリカ合衆国，インドネシア，
ブラジル，パキスタン，バングラデッシュ，日本
を合わせた数に，ほぼ匹敵する。

2020 年における，インド人の平均年齢は 29 歳，
中国が 37 歳，日本は 48 歳であると推計される。

11 ページ　（続き）
インドは，世界で最も若い人口をかかえる。
現在，5 億 2 千百万の人口が 12 歳から 35 歳で

ある。人口の半分が 25 歳未満，65 パーセント以
上が，35 歳未満である。

68.9 パーセントが，村落に住み，31.1 パーセ
ントが都会に住む。内，大きな町に住む住民は，
12.5 パーセント，18.6 パーセントは，小さな町
に住む。

12 ページ　インドの若者の多様性
インドの若者は，同質ではない。
彼らは，カースト，階級，性，言語，宗教，地

域によって分けられる。
現実に，二つのインドがある。都会のインドと，

地方のインドである。
都会と地方の若者との間には，大変多くの格差

がある。

13 ページ　都会の上流の若者たち
彼らの生活様式，欲する物，行動，態度は中流

や下層の若者とは異なる。
彼らは，私立の，良質の教育を受けられ，西洋

流のやり方を，旅行や，実際の体験を通じて学ぶ
ことができる。音楽や服装，異性との交流も西洋
のそれに，非常に近い。

息子にも，娘にも，公平な扱いをしているかの
ようであるが，差別は現存する。

14 ページ　インドの若者の二面性
　「外面は西洋，芯は，インド人」
インドの若者は，両世界の最善を求めている。

西洋流であることを望み，西洋の流行に後れをと
りたくない，一方，インドの伝統を支援し，「イ
ンドらしさ」を保持続けたい。マックの食事もし
たいし，インドの有名流行歌手のダレー・メンデ
イを求める，コンピューターネットワークの傍ら，
時には，ヒンズー教の祈りの儀式，プジャを求め
るのである。

伝統的なインドの価値，神の信仰，祭礼の祝い，
老寄りを尊敬する心は，深く，若い人の心に宿っ
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ている。
同時に，彼らは，地球市民として認識されたい，

国境を越えて，世界の若者文化と結びつきたいと
願っている。

15 ページ　都会の貧しい若者たち
都会の貧しい若者たちは，通常，スラムに住む。

生きるために必死に頑張らなくてはいけないし，
貧しく，多くの危険にさらされる限界社会の中で
育っている。

日常的に，栄養失調，健康リスク，反社会的活
動の犠牲者になったり，その活動家になったり，
麻薬や，酒や，売春をしている。

16 ページ　地方の若者たち
12 歳から，35 歳の若者の，68.9 パーセントは，

インドの村落に住む。
都会より，正規の教育は重要ではない。
性差別は，地方のほうが，ずっと強い。それは，

特に，読み書き能力や，教育面に大きく見られる。
田舎では，男女とも，早く結婚する傾向が見ら

れる。
それぞれの，性の役割には，伝統的な区分けが

ある。男子は，生計を立てることを期待され，女
子は，家の掃除，調理，水を遠くから運んでくる，
若い弟，妹の面倒を見るなど，家事一切をするこ
とが求められる。

17 ページ　若者文化
インドの若者達は，より社会に出ていくように

なっている。都会では，男女が自由に交際する。
私生活では，バレンタインの日は，ますます，

人気があり，西洋文化をより多く，受け入れてい
る。

ボンベイを中心とする映画産業，ボリウッドや
音楽チャンネル MTV に多くの影響を受けてい
る。

ジムに通い，入れ墨をし，ブランドの服を着，
ミニースカートを身に着け，ハイヒールを履く。

18 ページ　消費文明と若者
インドの若者は，ケーブルテレビの影響で，ま

すます，西洋化している。
若者には，消費文明が広がっている。14 歳か

ら 25 歳までの若者は，インドで，最も大きな消
費者グループで，所得の内，28 億ドルもの巨額
なお金を，自由に，衣類，自動車，娯楽に使って
いる。

19 ページ　若者に対するメデイアの影響
巨額の購買力を持つ若者に，メデイアは，狙い

を定め，常に，広告を出している。
メデイアは，消費と見た目が大事であると強調

する。
テレビは，より物質主義的で，家族の絆に関心

を持たず，利己的で，ゾンビのような若者世代を
生み出しているとの批判がある。
「持たざる者」は，満足できない渇望から暴力，

犯罪，麻薬をやり自滅する。
テレビの暴力を模倣する犯罪事例が，ますます，

増えている。

20 ページ　文盲─インド国勢調査 2011 年
読み書き能力のあるもの男女合算　75.6 パー

セント
　　男性　　　　　　　　　82.14 パーセント
　　女性の読み書き能力　　65.46 パーセント
　　都会─ 79.9 パーセント
　　田舎─ 58.8 パーセント

文字の読めない人の数は，インドが最大の人数
を数える。インド人全体が読めるようになるのは，
2060 年のことであろう。

21 ページ　若者と教育
知的能力では，インドの若者は，世界一である。

インド工科大学の卒業生は，ヨーロッパや，アメ
リカの世界企業で，仕事を得る。卒業生の 10 か
ら 15 パーセントは，世界レベルに近い。

一方，若い女性の 31 パーセント，若い男性の
14 パーセントは，文字が読めないし，高校の中
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途退学率は高い。
15 歳から，17 歳の若者の就学率は，家庭の富

が多いほど，急上昇する。
性差は，より豊かな家庭であればあるほど，ずっ

と，大きくなる。

22 ページ　就学者が少ない要因
幼年労働
貧困
教育の質が懸念事項で，中退や，幼年労働が，

継続する問題の主要原因である。
最も，教育の機会を奪われているのは，（カー

スト制の最下層民である）ダリトや，低い階層の
人々，社会の底辺の最も後発の地域の女性達であ
る。

23 ページ　就労の機会
労働市場は，大きな変化を遂げてきている。多

くの産業で，若者には新しい仕事がある。それら
は，IT（情報技術）や，IT が提供するサービス，
バイオテクノロジー（生物工学），ナノテクノロ
ジー（微小工学），微生物学，テレコミュニケーショ
ン（電気通信学），銀行業務，金融，娯楽，メデ
イア，広告，ファッション，観光，ホテル経営，
製造業，広報，アニメなどである。

24 ページ　ICT 情報通信関連技術がインドの
変革推進を担う

IT 産業で働く若い英語の使い手で，最も人数
の多いのは，インド人である。ビジネスプロセス
アウトソーシング BPO ＜仕事の工程の外部委
託＞やITが可能としてきたサービス産業により，
消費者支援や，技術サポート，医療や法的な筆写，
アニメ作成，マルチメデイアのコミュニケーショ
ンが行われている。これらは，企業内人事の再編
に伴い，常に多くの人材を必要としている。

IT（情報技術）は，10 億ドルの産業となり，
百万以上の仕事を生んでいる。都会や，小さな町
から仕事を求める何十万の若者に好結果をもたら
してきた。

25 ページ　若者と結婚
インドの多くの若者は，こう言う。「自分が選

んだ女性と結婚するが，親の了解がとれての話さ」
田舎でも都会でも，若者の間では，見合い結婚

が好まれている。
夫と妻の役割については，若者は，伝統を守り，

保守的である。

26 ページ　結婚年齢
若者は，社会の圧力で，早期に結婚し，子供を

産む傾向がある。早期結婚の位置原因は，「純潔
を守る」ことであり，「家族の名誉」を貴ぶこと
である。

結婚年齢は，17 歳から 24 歳が平均である。
一方，教育が増えると，結婚年齢が上がる。

27 ページ　教育歴ごとの平均結婚年齢　表
（1991 － 2001）

上から　学士以上　高校　中学　小学　読み書
き不可　（表は略します）

28 ページ　若者と家族
インドの若者にとって，家族は主要な役割を果

たしている。最近の調査では，18 歳から 28 歳ま
での都会の若者の 79 パーセントは，両親の考え
と共通の考えを持ち，86 パーセントは，親の権
限に決してそむくことはないと信じている。

家族構成は，家父長制で，息子を持ちたいと思っ
ている。

大人になるまで，大概の若者は，家族と生活を
共にし，多くの同居家族は，そのあとも，一緒に
過ごす。

年長者や家族の結束は，インド家族に特有なも
のである。年老いた親を看病し，姉妹の保護者と
なり，他の扶養家族を支援することは，伝統的価
値観として，インド社会特有の文化の中で，評価
される。

29 ページ　インドの女性は，より大きな存在
に

男性に比べ女性の地位は低く，基本的人権も制
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限されている。
性差別は，すべての社会にまたがる。
思春期の開始は，女性の行動を制限する。少年

や男性との対話も少なくなり，家事が増える。
最近の調査で，10 代の少年たちの 57 パーセン

トは，妻を殴ることは，正当化されるとしている。
悪いことに，53 パーセントの青年期の女性達が，
それに同意している。

30 ページ　「娘が，我々の誇りである」（写真略）
政府は，性の平等を奨励し，女の胎児の堕胎を

禁ずるようポスターを出している。

31 ページ　人口は，資産か？
インドの人口構成は，巨大な経済的機会と見ら

れる。15 歳から 64 歳の経済的に生産年齢にある
グループの増大は，経済の生産性の増加と見合う。

若者達は，巨大な消費者市場である。彼らは，
より多くの可処分所得を有し，財貨への需要をよ
り多く創出し，投資に振り向けるより多くの貯蓄
を保有している。

他国の就労者の不足は，インドにより多くの機
会を提供している。

32 ページ　インドの若者達は，国の資産なの
か，負債なのか？

大志と大志を実現する可能性とのギャップが，
ますます増加している。

高等教育を受けた多くの若者達が，失業状態に
ある。高等教育を受ける数が，年に７パーセント

も増加する一方，卒業しても仕事がないという問
題は，ますます，悪化している。

インドの高等教育や，教育制度は，労働市場で
必要とされる技能を卒業生に身に着けさせるもの
ではない。

強いインド経済にもかかわらず，多くのインド
人は，農業や，未組織の，所得の低い，労働条件
の悪い低賃金労働部門で就業している。

33 ページ　人口は負債ではないのか？
若者世代の人口は，大きくなったが，経済成長

に追いついていない一方，
高い失業率の中で，若者達を訓練する大規模の

技能開発プロジェクトは不十分である。
未熟練で，十分活用されていない，挫折した若

い世代は，経済成長を弱め，国の調和を壊し，暴
力を生む。

34 ページ　結論
インドは，若い国で，大多数は若者達で，予測

では，人口における就労者の数や，比率は，今後，
数十年は，成長し続けると見られる。

多くの若い力が，積極的に活用されれば，若者
達は，国にとっての資産である。教育，技能研修，
就労機会の提供，健康管理が適切に行われれば，
インドの若者達が，必ずや，インド経済を引き上
げてくれよう。

以上　
（拙訳謝す）


